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【連携推進（具体的な連携推進活動内容とその活動の効果等）】 

 本研究では物質・材料研究機構において作製した誘電体試料を東北大学において回

路に組み込み計測を行った。また、学生を派遣して互いの手法を学び、今後の連携に

生かす試みを行った。 

 

【調査研究内容（研究背景・課題解決の内容と結果）】 
 超伝導共振器（超伝導量子ビット）や半導体中の量子ドット中の電子スピン（スピン量子ビット）

を量子情報媒体とする固体量子系の研究が昨今広がりを見せている。量子ドットは超伝導共振

器より集積性に優れ、その操作忠実度は両者とも 99%以上と同等のレベルに達している。 

本研究では、半導体量子ドットを用いた量子情報素子に用いる計測用の素子開発を

目的とし、物質・材料研究機構のグループが持つ素子の材料作製の技術と東北大学の

グループが持つ低温計測技術を合わせ、半導体量子ドットの計測を高速・高度化する

ことを狙いとしている。 

 量子計測で用いられる誘電体を物質・材料研究機構において作製し、東北大学にお

いて回路に組み込みその特性評価を行った。その結果、市販の誘電体より柔軟性の高

い計測が可能であることが判明した。また、その特性を有限要素法によるシミュレー

ションによって確認した。 
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【今後の活動予定】 

 今回開発した量子ドット計測用の誘電体の問題点も明らかとなってきており、その

改善に向けた材料構成の改善と計測による評価を進めていく予定である。また、この

調査研究をもとに科研費等外部予算の獲得に努める。 


